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六
月
十
六
日
（本
）
十
時
よ
り
、

田
祭
り
（夏
祭
）、
大
伴
家
持
彰
徳

祭
、
鵜
坂
寺
別
当
慰
霊
祭
お
よ
び

上
轡
田
半
兵
衛
官
祭
神
合
祀
祭
が

行
わ
れ
ま
し
た
。

宮
司
、
爾
宜
及
び
祭
員
と
神
舞

姫
が
笛
に
合
わ
せ
て
入
場
し
、
斎

行
さ
れ
ま
し
た
。
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夏
祭
（田
祭
り

。
除
蛙
祭
）

除
蛙
祭
（じ
よ
こ
う
さ
い
）
は
、

稲
穂
が
蛙
（
い
な
ご
）な
ど
の
害
虫

に
合
わ
な
い
よ
う
祈
願
し
て
五
穀

豊
穣
を
祈
り
、
感
謝
す
る
御
祭
り

で
す
。　
一
般
的
に
田
祭
り
と
も
言

い
、
神
前
に
穀
物
を
供
え
ま
す
。

大
伴
家
持
彰
徳
祭

天
平
二
十
年
（７４
５
）
国
内
巡
察

に
出
た
越
中
国
司
大
伴
家
持
は
、

売
比
野
（め
ひ
の
・
旧
婦
負
郡
）
に

入
り
、
越
の
大
社
鵜
坂
神
社
に
詣

で
、
神
通
川
で
鵜
飼
を
賞
で
た
。

こ
の
時
詠
ん
だ
歌
二
首
が
境
内

と
神
社
裏
の
神
通
川
堤
防
に
歌
碑

と
し
て
建
立
さ
れ
て
い
る
。
毎
年

六
月
十
六
日
に
家
持
を
称
え
て
彰

徳
祭
を
行
っ
て
い
ま
す
。

鵜
坂
寺
別
当
慰
霊
祭

白
鳳
期
（七
世
紀
後
半
）
に
創
建

さ
れ
た
真
言
宗
鵜
坂
山

（別
名

高
柳
山
）鵜
坂
寺
は
、鵜
坂
神
社
の

別
当
と
し
て
多
く
の
社
僧
、
大
伽

藍
を
有
し
た
が
戦
国
時
代
の
兵
火

や
度
々
の
水
害
に
よ
り
衰
退
し
、

明
治
三
年
廃
仏
毀
釈
に
よ
り
廃
寺

と
な
り
ま
し
た
。

現
在
は
、
境
内
の

一
隅
に
僅
か

に
墓
石
、
五
輪
塔
を
残
す
の
み
で

す
。小

学
生
に
よ
る

「浦
安
の
舞
」

が
奉
納
さ
れ
ま
し
た
。

・

二ご＼

六
月
に
写
生
大
会
の
要
領
を
鵜

坂
の
里
児
童
会
に
説
明
し
、
七
月

二
十
三
日

（土
）
八
名
の
児
童
が

参
加
し
ま
し
た
。

そ
の
結
果
、
谷
浦
良
弥
君
が
金

賞
を
受
賞
し
ま
し
た
。

九
月
二
日

（土
）
富
山
グ
ラ
ン

ド
プ
ラ
ザ
で
表
彰
式
が
行
わ
れ
ま

し
た
。

来
年
か
ら
も
参
加
し
て
頂
く
よ

う
お
願
い
致
し
ま
し
た
。

金賞 谷浦良弥八名が描いた絵

写生風景


